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戯
盟
の
歴
史

鎗
巻
物
の
話

宋
元
の
糖
棗

漢
の
蓋
像
石

教京大京館京大大大京大間
都殴都 都界阪堺都堺西
大敬女 博教工敬器教堺
授粗授子貝物授業授維授院

0
昭
和
三
十
六
年
十
月
三
十
日

就
任
0
同
三
十
六
年
十
一
月
二
十
日
小
倉
理
事
長
老
衰
の
た
め
東
京
都
の
自

宅
に
於
て
逝
去
。
享
年
八
十
六
歳
。
法
名
正
覺
院
殿
極
心
簡
齋
大
居
士

喜
闊
的
な
も
の
に
つ
い
て

赤
堀
四
郎
氏
（
大
阪
大
學
穂
長
）
理
事

長
廣
敏
雄
先
生

中
村
茂
夫
先
生

梅
津
次
郎
先
生

森

暢
先
生

河
本
敦
夫
先
生

彙

報

張

源

詳
先
生

（
懐
徳
堂
記
念
會
）

0
記
念
祭
典
昭
和
三
十
六
年
十
月
十
四
日
（
土
）
北
濱
本
會
に
於
て
、

午
後
一
時
半
よ
り
記
念
祭
典
執
行
。
同
二
時
十
五
分
よ
り
記
念
講
演
會
を

開
き
、
大
阪
大
學
教
授
藤
直
幹
先
生
の
「
日
本
文
化
に
お
け
る
證
的
な
も

の
」
と
題
す
る
講
演
が
あ
っ
た
。

0
秋
季
講
座
昭
和
三
十
六
年
十
月
十
六
日
（
月
）
よ
り
二
十
一
日
（
土
）

ま
で
、
本
會
及
阪
大
文
學
部
主
催
、
朝
日
新
聞
祉
後
援
で
、
侮
日
午
後
六

時
半
よ
り
八
時
ま
で
、
阪
大
本
部
松
下
會
館
講
堂
で
、
恢
徳
堂
講
座
第
二

十
二
回
開
講
。
聴
講
者
延
二
百
三
十
人
。

演
題
と
講
師

中
國
の
一
音
楽
と
昔
榮
観

九
五

同
二
十
五
日
、
東
京
宵
山
葬
儀
所
に
於
い
て
、
萬
人
哀
悼
の
裡
に
告
別
式

が
行
は
れ
た
。
こ
こ
に
営
日
阪
大
文
學
部
長
と
懐
徳
堂
と
か
ら
呈
せ
ら
れ

た
弔
僻
を
録
し
て
、
追
慕
の
よ
す
が
と
す
る
。

村
田
敷
之
亮

弔

僻

維
れ
時
昭
和
三
十
六
年
十
一
月
二
十
日
、
懐
徳
堂
記
念
會
理
事
長
小
倉

正
恒
翁
の
訃
音
が
逃
に
至
っ
て
、
我
々
の
心
を
葱
動
さ
せ
ま
し
た
。
ま
こ

と
に
悲
し
み
に
堪
へ
ま
せ
ん
。
営
大
阪
大
學
文
學
部
が
、
昭
和
二
十
三
年

に
創
立
さ
れ
ま
し
た
時
、
戦
後
な
ほ
日
も
浅
く
、
設
備
も
い
ま
だ
不
充
分

で
あ
り
ま
し
た
が
、
懐
徳
堂
記
念
會
も
亦
、
講
堂
は
戦
災
に
罹
り
、
多
く

の
講
師
・
堂
友
を
失
っ
て
、
再
出
披
の
時
機
に
臨
ん
で
ゐ
ま
し
た
。
そ
の

時
弱
は
、
遠
く
将
来
に
思
ひ
を
致
さ
れ
、
記
念
會
の
蔵
書
を
拳
げ
て
大
阪

大
學
に
寄
附
す
る
と
共
に
、
向
後
の
文
化
事
業
は
阪
大
と
協
同
し
て
行
ふ

こ
と
を
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
阪
大
と
し
て
は
こ
の
御
付
託
に
惑
じ
、
ま
た

大
阪
文
教
に
封
す
る
責
任
を
考
へ
て
御
意
志
に
賛
同
す
る
こ
と
と
な
り
、

爾
末
主
と
し
て
文
學
部
に
於
い
て
、
事
業
の
運
督
に
協
力
し
て
ま
ゐ
り
ま

し
た
。
そ
の
間
、
理
事
長
の
温
雅
な
御
人
格
と
高
邁
な
御
見
識
と
は
、
常

に
我
々
の
御
信
頼
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。
然
る
に
今
や
そ

の
人
な
く
し
て
そ
の
追
業
の
み
が
我
々
の
前
に
在
り
ま
す
。
胸
せ
ま
つ
て

多
く
を
申
し
述
べ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
が
、
謹
ん
で
文
學
部
一
同
を
代

表
し
て
弔
意
を
披
漉
す
る
と
共
に
、
事
業
の
今
後
の
運
螢
に
封
し
て
は
、

御
付
託
に
負
か
ぬ
様
一
層
の
努
力
を
期
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
一
言
蕪
僻

を
陳
ね
て
弔
僻
と
い
た
し
ま
す
。

昭
和
三
十
六
年
十
一
月
二
十
五
日

大
阪
大
學
文
學
部
長



恢
徳
堂
記
念
會
理
事

0
昭
和
一
二
十
七
年
―
―
一
月
三
十
一
日

村
田
敷
之
亮
理
事
退
任
。

上

野

精

弔

僻

本
日
こ
こ
に
、
私
が
悛
徳
堂
記
念
會
を
代
表
し
て
、
理
事
長
小
倉
正
恒

先
生
の
御
霰
前
に
、
弔
僻
を
さ
さ
げ
る
こ
と
に
な
ら
う
と
は
、
全
く
豫
期

せ
ぬ
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
顕
み
れ
ば
大
正
二
年
に
、
嘗
記
念
會
が
設
立

さ
れ
ま
し
て
以
来
、
今
日
ま
で
既
に
五
十
年
に
近
い
歳
月
が
流
れ
ま
し

た
。
そ
の
間
、
本
會
が
大
阪
文
教
の
偲
統
を
つ
い
で
、
一
意
、
支
化
事
業

に
携
は
つ
て
ま
ゐ
り
ま
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
い
さ
さ
か
我
々
の
誇
り

と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
責
任
を
痛
惑
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
と

こ
ろ
で
、
小
倉
先
生
を
本
會
理
事
長
に
お
迎
へ
し
ま
し
た
の
は
、
昭
和
二

年
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
五
十
年
の
歴
史
の
う
ち
質
に
三
十
五
年
間
、
會

員
一
同
は
、
文
字
通
り
父
母
と
仰
い
で
御
指
導
を
蒙
つ
て
ま
ゐ
り
ま
し

た
。
中
ご
ろ
に
し
て
闊
土
は
泊
桑
の
菱
に
遭
ひ
、
本
會
の
講
堂
も
戦
災
を

蒙
る
の
憂
き
目
を
み
ま
し
た
が
、
理
事
長
に
は
、
常
に
時
世
の
変
を
通
じ

て
逃
切
な
指
教
を
垂
れ
ら
れ
、
御
蔭
を
以
て
先
人
の
追
業
を
失
墜
す
る
こ

と
な
く
し
て
今
日
に
至
る
を
得
た
の
で
あ
り
ま
す
。
近
年
漸
く
御
高
齢
に

逹
せ
ら
れ
る
に
つ
れ
て
、
一
同
は
一
に
は
喜
び
一
に
は
憫
れ
て
、
甑
に
御

安
泰
を
念
じ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今
逃
に
訃
昔
に
接
し
て
、
萬

惑
去
来
、
言
ふ
と
こ
ろ
を
知
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
一
同
と
共
に
、
ひ
た
す

ら
御
冥
幅
を
祈
り
上
げ
る
と
共
に
、
今
後
、
御
追
教
を
罷
し
て
、
本
會
の

運
醤
に
一
層
の
努
力
を
傾
け
た
い
と
存
じ
ま
す
。
謹
ん
で
誠
怠
を
披
漉
し

て
弔
僻
と
い
た
し
ま
す
。

昭
和
三
十
六
年
十
一
月
二
十
五
日

0
同
一
二
十
七
年
四
月
一
日
今
村
理
事
理
事
長
に
就
任
。
評
議
員
北
澤
敬

・
ニ
郎
氏
、
天
野
利
武
氏
（
大
阪
大
學
文
學
部
長
）
理
事
就
任
。
事
業
運
醤

委
員
木
村
英
一
、
幹
事
岡
野
廉
平
の
二
氏
評
謡
員
（
兼
任
）
就
任
。

0
春
季
講
座
昭
和
三
十
七
年
五
月
二
十
一
日
（
月
）
よ
り
二
十
六
日
（
土
）

ま
で
本
會
及
阪
大
文
學
部
主
催
、
朝
日
新
聞
祉
後
按
で
、
阪
大
本
部
松
下

會
誼
講
堂
に
於
て
、
徳
日
午
後
六
時
半
よ
り
八
時
ま
で
、
懐
徳
堂
講
座
第

二
十
三
回
開
講
、
聴
講
者
延
二
百
五
十
五
名
。

演
題
と
講
師

中

庸

阪

大

教

授

木

村

英

一

先

生

顔

氏

家

訓

同

守

屋

美

都

雄

先

生

漠

書

翌

命

大

教

授

平

中

苓

次

先

生

か
な
の
稜
生
と
古
典
夕
學
京
大
教
授
阪
倉
篤
義
先
生

白

氏

長

度

集

立

命

大

教

授

高

木

正

一

先

生

老

子

第

八

十

章

甲

南

大

教

授

秋

田

成

明

先

生

ー
中
國
の
ユ
ー
ト
ピ
ア

0
同
三
十
七
年
八
月
十
九
日
評
談
員
飩
島
利
行
氏
逝
去
。

（
懐
徳
堂
堂
會
友
）

昭
和
三
十
六
年
十
月
一
日
『
恨
徳
』
第
三
十
二
琥
疲
行

昭
和
三
十
六
年
十
月
十
四
日
恢
徳
堂
記
念
恒
祭
参
列
祭
典
奉
仕

昭
和
三
十
六
年
十
一
月
五
日
森
暢
先
生
指
尊
に
よ
っ
て
東
寺
の
古
美
術

建
築
等
を
見
學
槻
賞
し
、
ま
た
島
原
の
角
屋
の
古
建
築
な
ど
見
學
し
た
。

参
加
者
三
十
除
名

昭
和
三
十
七
年
一
月
十
三
日
阪
大
木
村
先
生
研
究
室
に
委
員
参
集
、
倉

の
運
螢
及
び
行
事
に
つ
ぎ
協
談
し
委
員
補
佐
壻
員
に
決
す

九
六



以
上

昭
和
三
十
七
年
四
月
一
日
川
尻
進
、
喜
多
芳
子
、
桐
本
梅
之
助
、
山
口

正
男
の
四
君
に
委
員
補
佐
を
嘱
託

昭
和
三
十
七
年
四
月
二
十
二
日
臨
時
見
學
會
と
し
て
奈
良
市
内
新
薬
師

寺
頭
塔
逍
趾
、
輻
智
院
、
十
輪
院
、
元
典
寺
跡
及
び
極
架
坊
な
ど
の
古

美
衛
を
見
學
観
賞
し
、
又
紀
寺
の
裸
佛
を
見
學
し
た
。
参
加
者
二
十
敷

名
、
観
賞
欲
を
充
す

昭
和
三
十
七
年
七
月
八
日
森
暢
先
生
の
指
尊
に
よ
り
滋
賀
縣
甲
賀
郡
石

部
町
の
常
楽
寺
、
長
壽
寺
の
図
賓
美
術
建
築
物
を
見
學
観
賞
し
た
。
参

加
者
二
十
餘
名

昭
和
三
十
七
年
七
月
二
十
四
日
籐
塚
誠
二
氏
の
御
令
閏
逝
去
に
よ
り
下

寺
町
大
覺
寺
で
の
告
別
式
に
各
委
員
参
列

予

告

昭
和
三
十
七
年
十
月
十
四
日
（
日
曜
）
大
徳
寺
秘
賓
虫
干
を
森
暢
先
生

の
指
導
に
よ
り
観
賞
の
予
定
に
つ
き
多
敷
参
加
を
希
望
す

九
七






